
■
新
入
生
歓
迎
会
（
４
月
14
日
）

本
校
生
徒
会
の
生
徒
が
企
画
し
た
新

入
生
歓
迎
会
が
、
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
新
入
生
28
人
は
、
生
徒
会
の
係

か
ら
一
人
ず
つ
紹
介
を
受
け
て
、
全
校

生
徒
が
待
つ
体
育
館
に
入
場
し
ま
し
た
。

ス
ラ
イ
ド
を
使
い
、
生
徒
会
、
教
職

員
、
学
校
行
事
、
部
活
動
の
紹
介
な
ど
、

創
意
工
夫
し
た
内
容
で
、
心
の
こ
も
っ

た
温
か
い
歓
迎
会
で
し
た
。

今
回
の
生
徒
会
企
画
で
は
「
ラ
ン
キ

ン
グ
ゲ
ー
ム
」
が
行
わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま

な
ラ
ン
キ
ン
グ
を
当
て
て
い
き
ま
し
た
。

新
入
生
に
厚
高
の
こ
と
を
た
く
さ
ん
知
っ

て
も
ら
い
、
安
心
・
安
全
で
充
実
し
た

３
年
間
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

■
開
校
記
念
日
（
４
月
20
日
）

歴
史
と
伝
統
あ
る
本
校
『
北
海
道
厚

真
高
等
学
校
』
は
、
開
校
70
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
開
校
以
来
「
よ
き
市
民
、

よ
き
社
会
人
を
育
て
る
」
を
継
続
し
、

地
域
の
多
く
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、
支

え
て
い
た
だ
き
今
が
あ
り
ま
す
。
開
校

記
念
式
典
は
秋
ご
ろ
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
今
年
も
本
校
の
農
業
体
験
や
林
業

体
験
、
職
場
体
験
学
習
、
強
歩
大
会
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
生
徒
が
活
躍

す
る
姿
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

■
生
徒
総
会
（
４
月
28
日
）

全
校
生
徒
70
人
が
、
体
育
館
で
生
徒

総
会
を
開
き
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
の

活
動
報
告
と
生
徒
会
会
計
決
算
報
告
、

令
和
５
年
度
の
活
動
計
画
と
生
徒
会
会

計
予
算
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。
強

歩
大
会
の
コ
ー
ス
を
変
え
て
ほ
し
い
な

ど
、
各
ク
ラ
ス
代
表
か
ら
の
質
問
に
つ

い
て
生
徒
会
執
行

部
が
回
答
し
、
拍

手
で
原
案
通
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

生
徒
総
会
を
通
し

て
、
集
団
で
の
討

議
の
方
法
や
態
度

に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

■
来
校
さ
れ
て
い
る
先
生

厚
真
高
校
に
は
、
多
く
の
先
生
方
が

定
期
的
に
来
校
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
習

指
導
員(

毎
週
月
曜)

の
源
九
詔
子
先

生
、
教
育
局
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ア
マ
ン
ダ
先
生
、

厚
真
町
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
メ
リ
ッ
サ
・
チ
ョ
ウ

マ
ク
シ
ー
先
生
で
す
。
ま
た
、
今
年
度

の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー(

２
人)

は
、

月
１
回
交
替
で
来
校
さ
れ
て
い
ま
す
。

先
生
方
は
生
徒
の
自
己
実
現
を
助
け
る

役
割
を
果
た
し
、
生
徒
は
さ
ま
ざ
ま
な

先
生
方
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

Vol.282
学校の取り組みは
ホームページでも！

「よりみち学舎」は
厚真高校と地域が
連携しながら
放課後を利用して

生徒が自ら目標を発見し
挑戦する公営塾です。

二つの「祭り」が今、公営塾でホットな話題になっ
ています。一つ目の祭りは「あつま田舎まつり」です。
前夜祭では厚真市街地で５年ぶりにパレードが再開す

るため、厚高生も全校挙げて出演します。
町内在住の生徒は踊りを覚えていますが、町外から通う生徒は初めての経験です。

ゼロから踊りを覚えるため、あゆみ会の方の指導を受けて練習を重ねます。地域住民
との交流になればと考えています。また、出店が良い経験になるとの我々の思いもあ
り、本祭では公営塾でブースを出そうと計画しています。これから生徒たちと話し合
いますが、サービスを提供することが、貴重な体験になると伝えていくつもりです。
もう一つの祭りは、生徒会が中心となる7月の学校祭です。スローガンや日程が決

まり、個人発表の準備を進める時期でもあります。このコーナーでも何度か話題になっ
ていますが、先輩の姿に憧れてバンドでステージに
立ちたいという生徒がいます。曲を決めて、練習
を繰り返し、リハーサルの日程を決めて…と、不
安半分、期待半分で取り組んでいるようです。
先の入学式では、校長先生から「チャレンジし

なかったことを後悔しないようにしてほしい」と
激励がありました。今年も仕掛けはたっぷり用意
します。厚高生にはさまざまな体験を成長の糧に
してほしいと願っています。

教育魅力化支援員　川嶋　圭

厚真の祭りに
寄せる想い

商品を試作する厚高生
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